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◆ キーワード　災害伝承／アーカイブ／語り部／地震災害／津波災害

本
稿
は
、
著
者
が
第
三
八
回
日
本
口
承
文
芸
学
会
に
お
け
る
公
開
講
演

（
二
〇
一
四
年
六
月
七
日
）
に
お
い
て
、同
題
目
で
行
っ
た
報
告
に
つ
い
て
、

一
部
を
割
愛
し
た
内
容
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

1　

災
害
か
た
り
つ
ぎ
研
究
塾

東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
、
長
岡
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー

き
お
く
み
ら
い
、
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
二
〇
一
三

年
度
に
「
災
害
か
た
り
つ
ぎ
研
究
塾
（
図
1
）」
を
夏
合
宿
（
八
月
）、
秋

合
宿
（
十
一
月
）、
冬
合
宿
（
十
二
月
）
と
三
回
開
催
し
た
。
こ
れ
は
、
過

去
に
災
害
が
起
き
た
場
所
を
訪
ね
歩
き
、
そ
こ
で
ど
の
よ
う
な
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
を
、
合
宿
形
式
で
調

査
・
議
論
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

二
〇
一
三
年
度
は
、
近
年
起
き
た
被
害
の
大
き
い
三
つ
の
地
震
災
害
を

対
象
に
し
た
。
一
つ
目
は
、
一
九
九
五
年
に
神
戸
を
中
心
と
し
て
起
き
た

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
あ
る
。
開
催
時
点
で
発
災
か
ら
十
八
年
を
む
か
え

「
災
害
の
経
験
を
伝
え
る
」
活
動
の
最
新
動
向

│
「
災
害
か
た
り
つ
ぎ
研
究
塾
」
の
合
宿
活
動
を
も
と
に
し
て
│

佐	

藤　

翔	

輔

た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
3
、
死
者
は
直
接
死
と
関
連
死
を
含
め
る
と

六
〇
〇
〇
名
以
上
に
上
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
二
つ
目
は
、
二
〇
〇
四

年
に
起
き
た
新
潟
県
中
越
地
震
で
あ
る
。
開
催
時
点
で
発
生
か
ら
九
年
、

次
年
で
ち
ょ
う
ど
一
〇
年
目
に
な
る
。
死
者
は
六
十
八
名
で
あ
り
、
収
容

避
難
者
が
一
〇
万
人
も
い
た
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。
三
つ
目
は
、
東
日図1　災害かたりつぎ研究塾
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本
大
震
災
で
あ
り
、
二
〇
一
三
年
の
段
階
で
発
生
か
ら
三
年
目
と
な
っ
て

い
た
。
死
者
・
行
方
不
明
者
は
一
万
八
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
。

各
合
宿
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ホ
ス
ト
を
設
け
た
。
冬
合
宿
（
神
戸
）

は
、
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
が
担
当
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
を
契
機
に
設
立
さ
れ
た
施
設
で
あ
り
、
災
害
に
関
す
る
研
究

だ
け
で
な
く
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
関
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
機
能
や
記

録
を
保
存
す
る
機
能
も
持
っ
て
い
る
。
新
潟
県
中
越
地
震
（
秋
合
宿
）
に

つ
い
て
は
、
長
岡
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
き
お
く
み
ら
い
が
担
当
し

た
。
上
位
機
関
の
中
越
メ
モ
リ
ア
ル
回
廊
と
い
う
大
き
な
連
携
組
織
で
災

害
伝
承
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
東
日
本
大
震
災
（
夏
合
宿
）
で
は
、
東
北

大
災
害
科
学
国
際
研
究
所
が
担
当
し
た
。
本
学
自
体
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
機

能
を
有
し
て
い
な
い
が
、
災
害
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
を
中
心
に
し
て
、
災

害
伝
承
に
関
す
る
現
地
調
査
・
研
究
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
稿
で
は
、
三
つ
の
合
宿
の
内
容
を
概
観
す
る
。
特
に
夏
合
宿
（
東
北
）

に
つ
い
て
は
詳
細
を
述
べ
る
。

2　

夏
合
宿
in
東
北

「
災
害
か
た
り
つ
ぎ
研
究
塾
夏
合
宿
in
東
北
」
の
募
集
定
員
は
三
十
名
と

し
た
。
本
合
宿
は
有
料
と
し
、
身
銭
を
切
っ
て
、
と
も
に
議
論
し
て
く
れ

る
方
に
参
加
者
に
限
定
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
大
学
や
研
究
機
関
の
ほ
か
、

災
害
伝
承
を
職
業
に
さ
れ
て
い
る
方
（
語
り
部
、
ガ
イ
ド
、
学
芸
員
等
）

や
、
他
の
地
域
の
災
害
も
勉
強
し
て
自
分
の
活
動
に
取
り
入
れ
よ
う
と
い

う
方
や
、
一
般
の
方
、
マ
ス
コ
ミ
の
方
な
ど
、
多
様
な
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

り
、
述
べ
三
十
一
名
の
参
加
と
な
っ
た
。

時
系
列
に
沿
っ
て
説
明
す
る
。
一
日
目
（
八
月
八
日
）
の
冒
頭
は
、
仙
台

駅
を
バ
ス
で
出
発
し
、
車
中
で
開
講
式
を
行
っ
た
。
各
合
宿
に
は
、
合
宿
長

を
設
け
て
お
り
、
夏
合
宿
で
は
、
川
島
秀
一
教
授
（
東
北
大
災
害
科
学
国
際

研
究
所
）
に
お
務
め
い
た
だ
き
、
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
。

バ
ス
移
動
が
合
計
で
三
～
四
時
間
あ
る
の
で
、
こ
の
時
間
を
有
効
に

使
っ
て
、
本
学
で
行
っ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
み
ち
の
く
・
い
ま
を
つ

た
え
隊
」
の
隊
員
の
話
を
聞
く
時
間
と
し
た
。「
み
ち
の
く
・
い
ま
を
つ
た

え
隊
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
被
災
地
域
の
住
民
の
方
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
、
写
真
撮
影
、
チ
ラ
シ
・
掲
示
物
の
収
集
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な

ど
を
し
て
被
災
地
の
現
場
情
報
を
収
集
す
る
活
動
の
こ
と
で
あ
る
（
佐
藤
、

二
〇
一
四
）。
宮
城
県
沿
岸
の
十
五
市
町
に
全
て
担
当
隊
員
が
お
り
、
今
回

は
、
そ
の
う
ち
多
賀
城
市
、
東
松
島
市
、
七
个
浜
町
を
担
当
し
て
い
る
三

人
の
隊
員
か
ら
、
活
動
の
内
容
や
現
場
で
感
じ
て
い
る
こ
と
を
車
内
で
話

し
て
も
ら
っ
た
。

最
初
の
移
動
の
後
は
、
石
巻
市
で
昼
食
と
な
る
。
津
波
被
災
を
受
け
て
、

日
和
山
に
新
築
さ
れ
た
す
し
店
「
蛇
の
目
寿
司
」
で
昼
食
を
と
っ
た
。
日

和
山
は
高
台
と
な
っ
て
お
り
、
津
波
が
来
た
場
合
の
周
辺
の
津
波
避
難
場

所
に
な
っ
て
い
る
。
店
長
か
ら
被
災
の
経
験
談
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、
店

内
に
も
当
時
の
記
録
な
ど
が
多
く
展
示
さ
れ
て
い
る
。

次
に
行
っ
た
の
は
、「
3
・
11
あ
す
の
た
め
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
あ
る
。

今
回
の
震
災
で
特
徴
的
な
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
石
巻
市
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に
あ
る
宮
城
エ
キ
ス
プ
レ
ス
株
式
会
社
の
ビ
ル
の
五
階
に
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
が
あ
る
。
同
ビ
ル
は
浸
水
エ
リ
ア
に
あ
り
、
大
き
く
被
災
し
て
い
る

が
、
す
で
に
再
建
が
な
さ
れ
て
い
る
。
市
か
ら
津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定
を

受
け
て
助
成
制
度
を
活
用
し
て
運
営
し
て
い
る
が
、
津
波
避
難
ビ
ル
の
最

上
階
は
、
基
本
的
に
は
避
難
者
を
一
時
的
に
収
容
す
る
場
所
な
の
で
、
普

段
の
利
用
は
ほ
ぼ
な
い
。
同
社
社
長
か
ら
「
普
段
利
用
と
し
て
、
震
災
に

関
す
る
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
相
談
を
受
け
た
。

そ
こ
で
、
3
・
11
ま
る
ご
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
と
、
人
と
防
災
未
来
セ
ン

タ
ー
、
長
岡
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
、
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研

究
所
が
、
展
示
の
内
容
を
収
集
し
、
レ
イ
ア
ウ
ト
す
る
試
み
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
当
日
は
、
そ
の
展
示
内
容
の
見
学
と
、
津
波
避
難
ビ
ル
の
外

階
段
昇
り
を
体
験
し
て
も
ら
っ
た
。

次
は
、「
石
巻N

EW
See

（
ニ
ュ
ー
ゼ
）」
に
向
か
っ
た
。
こ
こ
は
「
石

巻
日
日
新
聞
社
」
と
い
う
地
元
新
聞
社
が
設
置
し
た
展
示
施
設
で
あ
る
。

同
社
は
、
震
災
と
同
時
に
新
聞
を
発
行
す
る
機
能
を
失
っ
た
が
、
何
と
か

新
聞
を
出
そ
う
と
、
避
難
所
に
手
書
き
の
壁
新
聞
を
発
行
し
て
い
た
。
そ

の
壁
新
聞
の
実
物
と
当
時
の
こ
と
や
現
在
の
石
巻
の
状
況
に
つ
い
て
の
展

示
・
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。

現
地
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
る
み
ら
い
サ
ポ
ー
ト
石
巻
は
、
被
災
者
と
連
携
し
て

震
災
の
語
り
部
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
十
五
～
二
十
名
の
語
り
部
の
方

が
お
り
、
団
体
・
個
人
で
も
、
語
り
部
の
話
し
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
日
は
二
名
の
方
に
お
話
し
い
た
だ
き
、
石
巻
の
震
災
の
語
り
部

の
事
業
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

次
に
、
東
松
島
市
に
向
か
っ
た
。
東
松
島
市
で
は
、
東
松
島
市
図
書
館

が
「
東
日
本
大
震
災
を
語
り
継
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
行
っ
て
い
る
。
い

ち
早
く
伝
承
事
業
に
取
り
組
ん
だ
県
内
図
書
館
で
あ
る
。
図
書
館
の
中
に

は
、
震
災
に
関
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
り
、
担
当
者
が
被
災
者
の
体
験

談
を
映
像
と
し
て
撮
影
し
、
編
集
し
た
も
の
を
館
内
で
自
由
に
閲
覧
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
後
、
東
松
島
市
の
月
浜
と
い
う
と
こ
ろ
に
行
き
、
民
宿
「
山
根
」

で
宿
泊
し
た
。
付
近
に
は
五
～
六
軒
の
民
宿
が
あ
る
が
、
当
時
は
ま
だ
こ

の
一
軒
し
か
再
開
し
て
い
な
い
。
夕
食
の
と
き
に
は
お
か
み
か
ら
当
時
の

体
験
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

翌
日
（
八
月
九
日
）
は
、
名
取
市
に
向
か
っ
た
。
移
動
中
は
、「
み
ち
の

く
・
い
ま
を
つ
た
え
隊
」
の
隊
員
か
ら
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
名
取
市
の

閖
上
に
到
着
し
た
。「
閖
上
の
記
憶
」
と
い
う
事
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
展

示
の
ほ
か
、
語
り
部
に
よ
る
移
動
式
の
被
災
地
の
案
内
も
体
験
し
た
。

最
後
は
、「
閖
上
さ
い
か
い
市
場
」
と
い
う
仮
設
商
店
街
に
行
き
、
食
事

を
し
た
後
、
簡
単
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
ふ
り
か
え
り
を
行
い
、
夏
合

宿
を
終
え
た
。
夏
合
宿
の
様
子
を
図
2
に
示
す
。

3　

秋
合
宿
in
新
潟

秋
合
宿
は
、
中
越
メ
モ
リ
ア
ル
回
廊
に
う
か
が
っ
た
。
こ
れ
は
、
新
潟
県

中
越
地
震
の
一
連
の
メ
モ
リ
ア
ル
施
設
の
こ
と
を
指
す
。
中
越
地
震
の
被
災

エ
リ
ア
は
広
域
に
わ
た
っ
て
お
り
、
し
か
も
、
面
的
な
被
災
と
い
う
よ
り
も
、
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主
な
被
災
地
が
ス
ポ
ッ
ト
的
に
点
在
し
て
い

る
状
況
に
あ
る
。
効
果
的
な
伝
承
事
業
を
行

う
た
め
に
、
点
と
点
を
つ
な
い
だ
「
面
」
で

連
携
し
よ
う
と
、
四
つ
の
施
設
と
三
つ
の
メ

モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
か
ら
な
る
計
七
つ
の
拠
点

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
秋
合
宿
で
は
、
前

者
四
つ
の
施
設
を
中
心
に
ま
わ
っ
た
。

長
岡
市
に
は
、
長
岡
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ

セ
ン
タ
ー
き
お
く
み
ら
い
が
あ
る
。
施
設
内

の
床
が
、
長
岡
市
、
小
千
谷
市
、
旧
川
口
町

と
い
う
被
災
地
全
体
を
写
し
た
航
空
写
真
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
床
上
航
空
写
真
を
見
る

だ
け
で
、
中
越
地
震
の
全
体
像
を
俯
瞰
で
き

る
。
航
空
写
真
中
に
は
、
Ａ
Ｒ
マ
ー
カ
ー
が

あ
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
か
ざ
す
と
、
各

ポ
イ
ン
ト
の
詳
細
な
情
報
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
同
セ
ン
タ
ー
で
中
越
地
震
の
全
体
像

を
知
り
、
そ
れ
を
も
と
に
各
地
に
行
く
、
と

い
う
こ
と
を
意
図
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
。

次
は
、
小
千
谷
市
に
あ
る
、
お
ぢ
や
震
災

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
そ
な
え
館
に
行
っ
た
。
同
施

設
は
、「
そ
な
え
」
の
名
称
の
と
お
り
、「
防

災
」
を
テ
ー
マ
の
中
心
に
し
た
展
示
は
な
さ

図2　災害かたりつぎ研究塾　夏合宿 in東北の様子

れ
て
い
る
。
中
越
地
震
の
一
つ
の
特
徴
は
、
農

村
地
域
で
起
っ
た
災
害
で
あ
る
の
で
、
体
育
館

だ
け
で
は
な
く
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
も
避
難
所

に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
の
当
時
の
状
況
を
再
現
し
て
、
ど
ん
な
生

活
を
し
て
い
た
か
を
展
示
し
た
り
、
備
え
に
関

す
る
ク
イ
ズ
端
末
も
あ
る
。

次
に
行
っ
た
の
が
、
川
口
き
ず
な
館
で
あ
る
。

旧
川
口
町
は
、
中
越
地
震
の
震
源
で
あ
っ
た
場

所
で
あ
る
。
同
館
は
復
興
に
際
し
て
、
様
々
な

地
域
や
団
体
か
ら
支
援
を
受
け
た
り
、
連
携
を

行
っ
た
事
実
に
つ
い
て
、
そ
の
状
況
を
こ
の
場

に
記
憶
と
し
て
と
ど
め
る
こ
と
意
図
し
て
い
る
。

最
後
は
、
や
ま
こ
し
復
興
交
流
館
お
ら
た
る

に
向
か
っ
た
。
旧
山
古
志
村
は
、
当
時
、
集
落

が
孤
立
し
て
し
ま
い
、
全
村
民
が
隣
の
長
岡
市

に
避
難
し
た
地
域
で
あ
る
。
こ
の
復
興
交
流
館

は
、
前
述
の
き
ず
な
館
と
似
た
よ
う
な
機
能
を

持
っ
て
お
り
、
山
古
志
の
被
害
実
態
、
今
ま
で

の
箱
の
機
能
を
複
合
さ
せ
て
、
山
古
志
の
中
で

時
系
列
の
情
報
を
見
て
い
く
と
い
う
形
に
な
っ

て
い
る
。
当
時
の
仮
設
住
宅
を
再
現
し
た
展
示

も
あ
る
。
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4　

冬
合
宿
in
神
戸

冬
合
宿
で
体
験
し
た
一
つ
目
の
事
業
は
、「
ま
ち
歩
き
」
で
あ
る
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ま
ち
歩
き
の
事
業
を
体
験
し
、
ま
ち
を
歩
き
な
が
ら
震
災

当
時
の
様
子
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
に
は
、「
語

り
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
登
録
さ
れ
て
お
り
、
お
話
を
う
か
が
え
る
。

初
日
の
後
半
は
、
元
二
葉
小
学
校
の
中
に
あ
る
「
地
域
人
材
支
援
セ
ン

タ
ー
」
に
向
か
っ
た
。
第
三
セ
ク
タ
ー
が
運
営
し
て
い
る
地
域
の
活
動
や
教

育
の
た
め
の
施
設
で
、
こ
こ
に
は
「
震
災
体
験
学
習
」
と
い
う
避
難
所
生
活

を
体
験
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
。
体
育
館
の
中
で
宿
泊
を
し
た
り
、
炊
き

出
し
を
体
験
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
宿
泊
体
験
で
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
が

渡
さ
れ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
の
壁
を
つ
く
っ
た
り
、
防
寒
対
策
で

ダ
ン
ボ
ー
ル
を
板
張
り
の
床
に
敷
く
こ
と
を
実
際
に
行
う
。
ま
た
、
こ
の
地

域
人
材
支
援
セ
ン
タ
ー
に
も
地
域
の
方
か
ら
当
時
の
お
話
を
伺
っ
た
。

5　

�

東
日
本
大
震
災
の
か
た
り
つ
ぎ
の
特
徴
（
三
年
目
）

三
つ
の
合
宿
を
通
し
て
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
三
年
目
の
「
か
た

り
つ
ぎ
」
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
か
を
ま
と
め
て
み
た
。
そ
れ
は
、

「
無
形
」「
仮
設
」「
連
携
」
と
い
う
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
述
べ
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
る
。

5
─
1　

�

無
形
：
口
頭
伝
承
と
デ
ジ
タ
ル

日
本
に
あ
る
災
害
の
記
憶
を
伝
え
る
た
め
の
機
能
や
拠
点
、活
動
を
マ
ッ

ピ
ン
グ
し
た
も
の
を
図
3
に
示
す
。
こ
れ
は
、
著
者
が
先
行
研
究
で
調
査

し
た
も
の
で
あ
る
（
佐
藤
ら
、
二
〇
一
四
）。

図
3
で
は
、
濃
色
マ
ー
カ
ー
（
青
色
）
が
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
資
料
館
、

淡
色
マ
ー
カ
ー
（
緑
色
）
が
語
り
部
・
被
災
地
案
内
、
白
色
マ
ー
カ
ー
（
黄

色
）
が
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
が
あ
る
施
設
の
場
所
を
表
し
て
い
る
。
図

3
を
見
る
と
、
淡
色
（
緑
色
）
の
マ
ー
カ
ー
・
語
り
部
・
被
災
地
案
内
が

東
北
の
太
平
洋
沿
岸
に
集
中
し
て
い
る
。（
か
っ
こ
内
は
、
下
記
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
中
の
マ
ー
カ
ー
色
。https://sites.google.com

/site/dcrcssato/

）
震

災
か
ら
二
～
三
年
後
で
は
、
形
あ
る
恒
久
的
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
施
設
ま

だ
存
在
せ
ず
、
東
日
本
大
震
災
の
エ
リ
ア
で
は
、
基
本
的
に
は
「
無
形
」

で
あ
っ
て
、
語
り
や
現
地
案
内
で
伝
え
る
よ
う
な
口
頭
伝
承
に
よ
る
活
動

が
中
心
的
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

も
う
一
つ
の
「
無
形
」
は
、「
デ
ジ
タ
ル
で
あ
る
」
こ
と
を
指
す
。
図
4
に

震
災
ご
と
に
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
が
ど
れ
だ
け
発
生
し
た
か
を
著
者
が

過
去
に
調
査
し
た
も
の
を
示
す
（
佐
藤
、
二
〇
一
二
）、
一
番
古
い
の
は
、
関

東
大
震
災
の
も
の
で
あ
る
（
発
生
当
時
に
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
）。
阪
神・

淡
路
大
震
災
は
、
当
時
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
黎
明
期
で
あ
る
せ
い
か
、
十
件

以
上
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
が
誕
生
し
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
に
関
す

る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
は
最
も
多
い
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、
東
北
大
学

災
害
科
学
国
際
研
究
所
で
や
っ
て
い
る
「
み
ち
の
く
震
録
伝
」
で
あ
る
。
こ



47

れ
は
二
〇
一
三
年
に
既
に
公
開

し
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
し
て
誰
で
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
一
〇
万

件
以
上
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
登
録

さ
れ
て
お
り
、
キ
ー
ワ
ー
ド
検

索
で
、
関
連
す
る
写
真
や
資
料

を
抽
出
・
利
用
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
「
電
子
的
」

に
、
東
日
本
大
震
災
を
伝
承
し

よ
う
と
す
る
取
り
組
み
は
、
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
以
外
に
も

多
い
。
津
波
痕
跡
の
高
さ
を
虫

瞰
的
・
鳥
瞰
的
に
可
視
化
す

る
「
ヒ
ト
の
目
に
映
る
3
・
11

津
波
浸
水
」、
被
災
地
で
撮
影

さ
れ
た
定
点
写
真
を
閲
覧
で
き

る
「
復
興
へ　

カ
ワ
ル
み
ち
の

く
風
景
」
な
ど
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
が
あ
る
（
い
ず
れ
も
東
北
大

学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
、
本

稿
末
尾
に
Ｕ
Ｒ
Ｌ
掲
載
）。
こ

の
ほ
か
、
み
ら
い
サ
ポ
ー
ト
石

図3　「災害の記憶・記録の場」調査結果の空間分布（佐藤ら、2014）

関東大震災（1923年大正関東地震）

阪神・淡路大震災（1995年兵庫県南部地震）

2000年有珠山噴火

2004年新潟中越地震

2004年新潟中越地震・2007年新潟県中越沖地震

東日本大震災（2011年東北地方太平洋沖地震）

0　　5　　10　　15　　20　　25　　30　　35　　40　　45

14

1

1

3

1

39

（特定のイベントを
  対象にしないもの：14件）

図4　デジタルアーカイブとして存在するわが国の災害（佐藤、2012）
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巻
が
防
災
ま
ち
歩
き
で
活
用
し
て
い
る
「
石
巻
津
波
伝
承
Ａ
Ｒ
」（
中
川

ら
、
二
〇
一
四
）、
東
松
島
図
書
館
が
設
置
し
て
い
る
被
災
体
験
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
映
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
ア
プ
リ
の
よ
う
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型

端
末
に
よ
る
発
信
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

5
─
2　

仮
設
：
一
時
的
な
展
示

二
番
目
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
「
仮
設
」
で
あ
る
。
前
述
し
た
宮
城
エ
キ
ス

プ
レ
ス
社
に
あ
る
「
あ
す
の
た
め
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
展
示
は
、
恒
久

的
な
も
の
で
は
な
く
、
仮
設
的
な
展
示
で
あ
る
。
名
取
市
の
「
閖
上
の
記

憶
」
と
い
う
展
示
も
、
プ
レ
ハ
ブ
の
中
に
あ
る
た
め
、
仮
設
の
展
示
で
あ

る
と
言
え
る
。
み
ら
い
サ
ポ
ー
ト
石
巻
は
、「
つ
な
ぐ
館
」
と
い
う
仮
設
の

展
示
も
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
著
者
ら
が
一
部
の
展
示
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
本
格
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
復
興
祈
念
公
園
、
遺
構

の
保
存
等
に
つ
い
て
の
構
想
が
あ
る
も
の
の
、
現
在
は
、
恒
久
的
な
施
設

よ
り
も
前
に
設
置
さ
れ
た
仮
設
的
な
位
置
付
け
に
あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

5
─
3　

連
携
：
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
間
の
融
合

三
つ
目
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
連
携
」
で
あ
る
。
宮
城
県
内
で
は
、
東
日

本
大
震
災
の
ア
ー
カ
イ
ブ
に
課
す
る
事
業
に
関
心
が
あ
る
方
、
実
際
に
活

動
さ
れ
て
い
る
方
を
集
め
て
、
宮
城
県
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
連
絡

会
議
と
い
う
会
議
体
を
設
け
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
九
月
に
ス
タ
ー
ト
し

て
い
る
。
こ
の
会
議
体
に
は
、
東
松
島
市
図
書
館
、
三
陸
ア
ー
カ
イ
ブ
減

災
セ
ン
タ
ー
、
東
京
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
東
北
ア
ー
カ
イ
ブ
、
二
〇
世
紀
ア
ー
カ

イ
ブ
仙
台
、
多
賀
城
市
な
ど
が
参
加
し
て
い
る
（
本
稿
末
尾
に
U
R
L
記

載
）。
出
入
り
自
由
で
あ
り
、
産
学
民
は
一
切
関
係
な
い
。
各
活
動
を
尊
重

し
合
っ
て
、
互
い
に
助
け
合
っ
た
り
、
相
互
応
援
す
る
と
い
う
考
え
方
で

つ
く
っ
て
い
る
。
基
本
的
な
目
的
は
情
報
交
換
に
あ
る
。

も
う
一
つ
、
非
常
に
特
徴
的
な
連
携
の
事
例
と
し
て
、「
石
巻
地
方
語
り

部
・
被
災
地
ガ
イ
ド
連
携
検
討
会
」
が
あ
る
。
石
巻
地
方
と
い
う
の
は
、
石

巻
市
、
東
松
島
市
、
女
川
町
の
こ
と
を
指
す
。
石
巻
地
方
内
に
あ
る
。
語
り

部
、
ガ
イ
ド
、
展
示
施
設
の
関
係
者
が
一
同
に
会
し
、
様
々
な
お
客
さ
ん
が

見
学
・
体
験
さ
れ
る
な
か
で
、
情
報
交
換
の
ほ
か
、
ど
の
よ
う
に
案
内
し
た

ら
い
い
か
、
ど
の
よ
う
に
伝
え
た
ら
い
い
か
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
行
っ
て

い
る
。
ガ
イ
ド
の
た
め
の
標
準
テ
キ
ス
ト
な
ど
の
作
成
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。

6　

提
出
レ
ポ
ー
ト
に
見
ら
れ
る
論
点
（
夏
合
宿
in
東
北
）

夏
合
宿
の
三
十
一
名
の
参
加
者
に
は
、
終
了
後
に
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
て

い
た
だ
い
た
。
そ
の
主
な
論
点
は
次
の
と
お
り
ま
と
め
ら
れ
る
。

（
1
）
大
規
模
な
津
波
と
い
う
の
は
、
数
百
年
か
ら
数
千
年
に
一
度
し
か
起

き
な
い
。
人
間
の
寿
命
よ
り
長
い
の
で
、
そ
う
い
っ
た
再
現
期
間
の

長
い
災
害
の
継
承
は
難
し
い
。

（
2
）
語
り
の
内
容
、
語
る
人
の
意
識
、
語
り
方
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に

変
化
す
る
。
東
北
の
語
り
は
「
生
々
し
い
」
と
い
う
印
象
が
あ
る
。

中
越
、
神
戸
で
は
発
災
か
ら
の
時
間
が
経
過
し
て
い
く
な
か
で
、
語

り
話
が
整
理
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
教
訓
を
明
示
的
に
述
べ
る
も
の
と
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な
っ
て
い
る
。
今
の
東
北
で
の
語
り
は
、
当
時
の
こ
と
を
、
良
い
意

味
で
生
々
し
く
伝
え
て
い
る
。

（
3
）
豊
富
な
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
や
ニ
ュ
ー
デ
バ
イ
ス
な
ど
と
、
語
り
・
案

内
が
連
携
し
て
い
る
。

（
4
）
震
災
の
伝
承
を
「
仕
事
」
と
し
て
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
こ
れ
を
ど

う
継
続
す
る
か
、
と
い
う
経
営
の
問
題
が
あ
る
。

（
5
）
市
民
は
主
体
的
に
関
わ
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

（
6
）
東
日
本
大
震
災
で
は
内
陸
の
方
に
も
被
災
体
験
が
あ
る
。
特
に
仙
台

市
な
ど
は
深
刻
な
宅
地
被
害
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
非
沿
岸

部
（
影
の
部
分
）
の
記
憶
を
ど
う
継
承
す
る
か
。

7　

こ
れ
ま
で
の
津
波
被
害
は
？

災
害
か
た
り
つ
ぎ
研
究
塾	

夏
合
宿
in	

東
北
の
前
日
（
八
月
七
日
）
に
、

「『
津
波
災
害
の
記
憶
を
巡
る
』
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
東
日
本
大
震
災
の
か
た
り
つ
ぎ
を
調
査
・
議
論
す
る
前
に
、
過
去

の
津
波
災
害
で
は
、
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
伝
承
が
行
わ
れ
て
き
た
の
か

を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
た
め
に
行
っ
た
。
当
該
分
野
の
ト
ッ
プ
研
究
者
で
あ
る
、

東
北
大
学
・
首
藤
伸
夫
名
誉
教
授
、
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
・

川
島
秀
一
教
授
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
林
勲
男
准
教
授
を
お
招
き
し

た
。
僭
越
な
が
ら
、
三
先
生
の
講
演
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
た
。

（
1
）	

か
た
り
つ
ぐ
手
段
は
多
様
で
あ
る
。
口
碑
、
津
波
碑
、
津
波
石
、
記

念
・
資
料
館
、
朗
読
、
歌
、
絵
画
、
儀
礼
な
ど
が
あ
り
、
最
近
は
こ

こ
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
が
加
わ
る
（
首
藤
、
川
島
、
林
）。

（
2
）	

伝
承
に
お
い
て
は
「
家
」
が
強
い
。
祖
父
母
も
し
く
は
親
か
ら
伝
わ

る
内
容
が
継
承
さ
れ
や
す
い
（
川
島
）。

（
3
）	「
津
波
が
来
た
こ
と
」
以
上
は
残
り
に
く
い
。「
津
波
が
来
た
、
こ
こ
ま

で
き
た
」
と
い
う
こ
と
は
継
承
さ
れ
や
す
い
が
、
そ
の
と
き
ど
う
だ
っ

た
か
、
ど
の
よ
う
に
復
旧
・
復
興
し
た
の
か
は
伝
わ
り
に
く
く
、
ど
う

し
た
ら
被
害
の
軽
減
に
つ
な
が
る
か
ま
で
は
伝
わ
っ
て
い
な
い（
川
島
）。

（
4
）	「
津
波
を
か
た
り
つ
ぐ
こ
と
は
難
し
い
」「
五
年
も
す
れ
ば
大
抵
お
さ

ま
る
で
し
ょ
う
」「
二
十
年
後
に
会
い
ま
し
ょ
う
」（
首
藤
）

こ
の
「
二
十
年
」
と
い
う
の
は
重
要
な
節
目
に
な
っ
て
い
る
。
先
行
研

究
に
お
い
て
、
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
は
二
十
年
周
期
で
あ
る
こ
と
を
例

に
と
り
、
物
事
を
伝
承
す
る
限
界
期
間
で
あ
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い
る

（
首
藤
、
二
〇
〇
八
）。	

８　

い
ま
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
は

こ
こ
で
、
改
め
て
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
の
か
た
り
つ
ぎ
の
現
状

に
つ
い
て
立
ち
返
る
。

図
5
に
、
女
川
町
観
光
協
会
の
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
、
み
ら
い
サ
ポ
ー
ト
石

巻
の
ガ
イ
ド
、
石
巻
観
光
協
会
の
ガ
イ
ド
、
閖
上
の
記
憶
の
来
館
者
数
、

閖
上
の
記
憶
の
ガ
イ
ド
の
利
用
者
数
を
示
す
。

震
災
発
生
か
ら
二
年
目
周
辺
に
あ
た
る
二
〇
一
二
年
一
月
か
ら
徐
々
に

利
用
者
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、
二
年
目
、
三
年
目
に
比
べ
る
と
、
最
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×

×
× ×

× ×
× ×

×

×

×
×

×

×

× ×

×

×

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

近
は
徐
々
に
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
実
際
の
事
業
に
関

わ
ら
れ
て
い
る
担
当
者
は
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
を
「
現
場
感
」
と
し
て
実

感
し
て
い
る
と
い
う
。

二
〇
一
二
年
も
二
〇
一
三
年
も
、
利
用
者
は
増
加
す
る
ピ
ー
ク
期
間
が

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
一
つ
目
の
ピ
ー
ク
時
が
六
月
、
二
つ
目
の
ピ
ー
ク
が

九
月
～
十
月
で
あ
る
。
宮
城
県
観
光
客
入
込
数
と
比
べ
る
と
、
こ
の
原
因

が
推
測
で
き
る
（
グ
ラ
フ
右
側
軸
）。
宮
城
県
観
光
客
入
込
数
を
み
る
と
、

夏
休
み
期
間
が
最
も
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
被
災
地
の
案
内
や
語
り
部

や
ガ
イ
ド
は
、
そ
の
逆
で
あ
る
。
関
係
者
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、

旅
行
会
社
が
閑
散
期
の
て
こ
入
れ
と
し
て
被
災
地
の
ツ
ア
ー
や
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
を
組
ん
だ
り
、
企
業
が
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
研
修
旅
行
を
行
う
た
め
に
、

こ
の
よ
う
な
傾
向
が
表
れ
る
と
い
う
。

二
年
目
か
ら
三
年
目
に
か
け
て
、
災
害
伝
承
の
ガ
イ
ド
や
施
設
の
利
用
者

が
、
や
や
減
少
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
ツ
ア
ー
や
研
修
に
お
い
て
利

用
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
よ
う
な
団
体
利
用
者
を
い
か
に
継
続
さ
せ
る

と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
い
う
こ
と
が
、
現
段
階
で
よ
く
分
か
る
。

９　

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
災
害
か
た
り
つ
ぎ
研
究
塾
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
そ
の

中
で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
東
日
本
大
震
災
の
か
た
り
つ
ぎ
の
現
状
に
つ

い
て
述
べ
た
。
発
災
か
ら
三
年
目
が
経
過
し
た
現
在
で
は
「
無
形
」「
仮
設
」

「
連
携
」
と
い
う
特
徴
が
あ
る
こ
と
や
、
各
地
で
語
り
部
、
被
災
地
ガ
イ
ド
、

図5 　各災害伝承事業の利用者数
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展
示
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
一
方
で
、
今
後
の
継
続
的
な
発
信
に
課
題

を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。

今
後
も
、
東
北
に
お
け
る
震
災
の
か
た
り
つ
ぎ
に
つ
い
て
継
続
的
に
調

査
す
る
と
と
も
に
、
世
代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
る
効
果
的
な
伝
承
方
法

の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
て
い
く
。
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